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発刊にあたって

校友対談

　平素は校友会活動への御支援を賜りまして、厚く御礼

申し上げます。

　本学も64年目を迎え、6万人近い卒業生を社会へ送

り出しました。

　桜の開花と前後して、学位授与式（卒業式）と入学式

を迎え、脈々と続く大阪商業大学の伝統を感じます。「世

に役立つ人物の養成」という創立開校の精神は、いつ

の世にも色あせない輝きを放ち、勉学と人間力の養成

に励む後輩達に、大いなる期待を致します。

　東日本大震災でのボランテア活動、実学的フィールド

ワークゼミナール、学内催し各種の自主運営等たくまし

い学生達の成長を見聞して母校の息吹と活動を喜んで

おります。

　社会では、多くの校友がご活躍され、全国各地で色々

な分野で実績をあげていらっしゃる現場に遭遇するた

びに、感動と敬意の念を実感します。人それぞれに在学

中に身に付けた経験が良い方向で開花する同窓生達

に連帯感と絆を深められる活動を校友会は強化してま

いります。

　校友会支部も本年は2支部増え、15支部になります。

支部地域に在住される校友は、ぜひ交流を深めていた

だき、同窓生同士の親睦をご支援下さい。

　世界的に厳しい経済状況でございますが、若い世代

の校友会活動へのさらなる参加をお願いし、活性化に

ご尽力ください。

　校友会員の皆様のご健康とますますのご発展を祈念

いたします。

会長

髙岸 暎治

校友会

宇部：望月さんが“なでしこジャパン”の

指導をするきっかけは？

望月：Jリーグをはじめ、ずっと男子を見

ていたのですが、北京オリンピックの時

に、代表監督になった佐々木則夫さん

から誘われて、初めて女子サッカーを

コーチすることになりました。ちょうど

びわこ成蹊スポーツ大学にお世話にな

るところで、大学に相談しましたら、後押

しをしていただき、代表チームのスタッ

フの一員にさせていただきました。小学

生などの指導をしていると、男子に混

じって女子も練習することはあります

が、実際に女子チームを指導すること

は、初めての経験でしたね。

宇部：実際に女子チームを指導されて、

どのように感じられましたか？

望月：最初はいろんな面で男子とは比

較にならないと思っていましたが、実際

に指導してみると技術的に上手いんで

すよ。スピードやパワーは確かに男子よ

り劣りますが、器用ですし、一生懸命

ボールを追いかけています。ボールをつ

ないでいくポゼッションでは、むしろ男

子より丁寧につないでいきます。蹴り方

も丁寧ですし、新たな発見でした。

髙岸：ワールドカップに向けて、日本式

新戦術が実を結んだのでしょうか？

望月：そうですね。でも当初は男

子に比べて女子サッカーは、世

界的にも選手個々の能力に頼る

ことが多く、戦術的なことはあま

り採り入れていませんでした。し

かし日本人の場合、欧米の選手

と比べて体格やパワーなど個人

の能力に恵まれていないのが現

実です。その中でどうやって勝つ

かを考えた時、日本人の良さは

協調性と理解力が高く、まじめ

に取り組む持久性があります。そ

れと器用さがあるので、それを

日本のストロング・ポイントと考

え、そこを伸ばすようにしまし

た。小刻みにパスをつないでいくことも

そうですし、11人全員で攻撃も守備も

していこうと決めました。

戦術的なサッカーは、男子では当たり前

ですが、幸い女子ではまだどこの国も本

格的には採用していなかったので、代表

チームでいち早く採用し、北京オリン

ピックで確信が持てました。正直、3年で

こんなに早く花開くとは思いませんでし

たけれど。

彼女たちもずいぶん上手くなりました

し、自信を持ったと感じましたね。こち

らが自信を持つと、相手の見方も変わっ

てきます。今では日本をリスペクトして

くれていますよ。

宇部：試合を見ていると、ボールを取ら

れても諦めないで、慌てずに、そして全

く間を置かずに取りに行きますね。

望月：粘り強さというか最後まで諦めな

いという姿勢が身についていますね。そ

れは以前の環境があまりよくなかった

からだと思います。

男子と違って苦しい環境でサッカーを

続けていましたので、頑張ってオリン

ピックやなでしこリーグでチームの認

知度を少しでも上げないとサッカーが

できなくなるという危機感を持ってい

ました。そういう環境が諦めない気持ち

を生み出したんだと思います。

髙岸：ワールドカップで優勝して、ハン

グリー精神がなくなるのではと危惧す

る人もいます。選手のモチベーションを

維持する難しさもあったんじゃないで

すか？

大学4年間は、夢中になれるものを見つける
貴重な時間だと思います。

大学4年間は、夢中になれるものを見つける
貴重な時間だと思います。

ワールドカップ優勝やアルガルベカップ準優勝など、輝かしい記録を作ったサッカー女子日本代
表“なでしこジャパン”。その代表チームをコーチとして支えてきた校友・望月聡さんに、優勝まで
の足跡や、大阪商業大学時代のエピソードなどを宇部一・大阪商業大学スポーツセンター長と
髙岸暎治・校友会会長に語っていただきました。

ご挨拶
　「校友」の発刊が13号を迎えましたことをお祝い申

し上げます。

　校友の皆様には、校友会本部とともに支部の拡大に

ご尽力いただき、それぞれの地域で校友の輪を広め、ま

たは深め、本学の名声を高めていただけるものと期待

しております。

　さて、本学は、「面倒見の良い大学」を標榜し「就職に

強い大学」と評価される地歩を築いてきましたことは、

常々紹介をさせていただいているところです。中でも

「面倒見の良い大学」として、昨年から学生自らの就業

力を向上させる学生支援活動「就業力育成支援プロ

ジェクト」を導入し２年目を迎え、学生一人ひとりの学

修状況ならびに自己開発活動を統括的に把握する学

生カルテを運用することによって個人の学修支援体制

の構築を進めています。

　平成24年は、辰年です。大阪商業大学に“GATEWAY

（ゲートウェイ）が建ちましたとき、「登竜門」と名付けま

した。それは、鯉が竜になるようにとの思いからです

が、考えてみれば、別に鯉でもよいのです。しかし、竜に

なる努力を常に怠らずに、上を目指そうとする努力を

持ち続けていただきたい。

　昭和3年に谷岡学園がスタートした年も辰の年であ

り、すでに8回り目の辰年に入りました。本学は厳しい

環境下にあっても、建学の理念に基づき高等教育研究

機関としての責務を果たす活動を行っております。

　今後とも、本学の取り組みにご理解いただき、日ごろ

大学の側面から、ご尽力いただいております校友会の

皆様のますますのご発展を祈念し、ご挨拶とさせてい

ただきます。

理事長・学長

谷岡 一郎

大阪商業大学

Greeting ┃ご挨拶

女子として初めて戦術的な
サッカーを採用した
なでしこジャパン。
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○表紙／第60回御厨祭風景

望月　聡
なでしこジャパン代表コーチ

宇部　一  大阪商業大学スポーツセンター長
髙岸暎治  校友会会長
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望月：その点は監督・コーチ陣にとって

も一番の問題でした。今まで明確な目標

を持ってやってきて、目標に到達した後

はハングリー精神を失いかねないので、

今後をどうするかを心配していました。

しかしプレーを見るとそういうことを

一切感じさせません。「すごい」の一言に

尽きると思いました。今は、優勝したプ

ロセスを再認識するとともに、新たな選

手を入れることで、チームの活性化を図

るように進めています。

髙岸：企業が人材を採用する際は、主に

自立性と協調性を重視するといいます。

やはりスポーツをやっている人は、そう

いう共通のものを持っていますね。

望月：やはり自立心は大事なことで、

常々、佐々木監督も私も「自己決定力」

のある選手を育てたいと思っています。

どのスポーツでもそうですが、サッカー

ではシュートを打ったり、ドリブルで進ん

でいったりするのは、すべて自分の意志

です。刻一刻と変化する状況の中で、正

しい判断をして実行することが求めら

れます。ですから普段の練習時から、そ

うしたことを意識させるようにしてい

ます。

宇部：本学の建学の理念「世に役立つ人

材の養成」を支える4つの柱に「楽しい

生き方」があります。私も楽しい生き方

をスポーツを通して学ぶ、つまり厳しい

練習のプロセスがあってはじめて、その

結果を喜び、楽しむことができるといつ

も学生たちに言っています。

望月：卒業後、Jリーグに行きましたが、

サッカーの成長よりも人間的な成長と

しての4年間の方が大きいですね。ス

ポーツを通していろんなことを学んで欲

しいと思いますよ。大学に入ると自分で

授業を選択するなど、自主性が必要に

なってきます。スポーツでも練習だけで

なく規律や企画・運営なども学生で決め

なければならないことがあります。そう

いういろんな「自己決定力」を身につけ

て社会人になってほしいですね。

髙岸：お話をうかがっていると、建学の

精神を望月さんは見事に実践されてい

ますね。

望月：在学中、サッカー部の上田先生

（監督）は、とにかく何でも徹底している

人でした。みんなでダッシュ160本やろ

うと言った時に、一人でも気を抜いたら

また最初からやり直しでした。疲れてい

るとか、そういうことは関係なく、やろう

としたことは何があっても最後までやる

ように徹底されました。私は1年の冬か

ら4年の夏まで所属しましたが、その間

に全日本大学選手権で3連覇（1983～

85年）、総理大臣杯を2連覇（1984、85

年）しました。これも監督の指導があった

からこそ果たせたと思います。

自分たちが徹底して練習したので、負け

る気がしませんでした。後で相手の選手

に聞くと「大商大とやるのは、本当に嫌

だった」というんです。その時点ですでに

勝っていたんだと思いましたね。学生時

代は本当にしんどかったですね。でも指

導者になって、ようやくやらせるほうも

しんどいことだと気づきました。この精

神的な強さを養ったおかげで社会人に

なっても、仕事で辛いと感じたことはあ

りませんでした。

宇部：男子スポーツの多くは、大学時代

にどれだけ鍛えられるかが、世界との戦

いに直結しています。望月さんも大学

で指導しておられますが、大学

スポーツの役割をどのよ

うにお考えですか？

望月：先ほどもお話しましたが、私はあ

まり口を出さず、学生たち自らが考える

ように「自己決定力」を身につけて欲し

いと思っています。練習でミスしても「ど

うしてこうなったのか？」とこちらから

学生に聞いて、学生の考えや意図を聞き

出します。そこで学生の「自己決定力」を

身につけさせていきます。

勝つことも大事ですが、それよりも学生

が将来、指導者や親になったりした時に

徹底して考えることを覚えてもらいた

いですね。勝つことよりプロセスが重要

です。

髙岸：“なでしこジャパン”は北京オリン

ピックは4位でしたが、ワールドカップで

は見事優勝。どこに勝因があると。

望月：優勝する時は、これをやったから

というのではなく、いろんなことが重

なって優勝するんだなと感じました。一

番大きかったのは戦術論と組織論を充

実させたことだと思います。映像を見た

り、実際にグラウンドで繰り返すことで、

戦い方、攻守の内容を徹底して突き詰

めていきました。それと彼女たちのチー

ムワークですね。練習中に問題が発生

すると、みんなで集まってビデオを見た

りするなど、みんなが同じ方向を見てい

ました。練習だけでなくプライベートで

も仲が良かったですからね。

宇部：目的意識、目標設定が明確だった

ことが、勝利につながったと？

望月：北京の時には、メダルを取るとい

う明確な目標がありました。そのために

現状を把握して、何が必要かをはっきり

させ、覚悟させることが大事でした。つ

まり、常に自分たちだけで考えることを

日頃から意識させていました。

それと東日本大震災の影響もありまし

た。自分たちのために一生懸命頑張っ

ていたこともありますが、被災者の方々

から応援メールや映像が届くと、選手た

ちは本当に喜んで、「私たちの頑張りが

人に勇気や希望を与えるんだ」と余計

に頑張れたと思います。

その一方で、アメリカのすごさも改めて

感じました。決勝戦でその本領を発揮し

た時間帯があり、やはりワールドチャン

ピオン経験チームは一番大事な舞台で、

最高の力を発揮することを見せつけら

れました。

アメリカの選手は敗れて悔しい思いが

あったと思いますが、負けた後も良き敗

者として、握手を求めたりして日本チー

ムを称えていました。

宇部：昨年9月に大阪商業大学のオープ

ンキャンパスに来ていただいた時にも、

ワールドカップで、澤穂希選手がゴール

を決めたシーンを振り返り、「あれは偶

然じゃない」とおっしゃっていましたね。

望月：4年前の北京オリンピックでもあ

あいうゴールはありましたし、むしろあ

れは彼女の能力の一種で、相手よりほん

のちょっと前に出てボールに触ったりす

る能力に長けています。予測能力、身体

能力が人一倍高い選手です。それと澤穂

希のすごいところは、サッカーの能力だ

けでなく、人間的にも優れているので、

リーダーとしてチームを引っ張ってくれ

ました。口だけでなくグラウンドでも実

行するので、他の選手の模範にもなって

くれています。

宇部：いよいよロンドンオリンピックが

近づいてきましたね。

望月：今は時差対策や疲労対策などを

実施しているところです。メンタル・ト

レーニングは、なでしこリーグ所属の各

クラブチームで採り入れていますし、

コーチたちも身につけていますので、日

頃からも行っています。でも、大舞台で

は選手たちはどうしても緊張するので、

私たちはいかに普段の精神状態に戻す

かを考えるとやっぱり「笑い」なんです

ね。佐々木監督もおやじギャグを言いま

すし、私も普段のトレーニングや試合前

のウォーミングアップに声を出す練習メ

ニューを考えたりします。

髙岸：監督とコーチのあうんの呼吸です

ね。最後に大阪商業大学の後輩たちに

メッセージをお願いします。

望月：“なでしこジャパン”の選手もそう

ですが、先ほど宇部先生がおっしゃった

ように楽しく出来ることが成長に繋が

ると思います。没頭できるもの、夢中に

なれるもの、時間を忘れて必死に取り組

めるものを早く見つけて欲しいと思い

ます。大学の4年間はそれが見つけやす

い期間だと思います。

髙岸：今日はお忙しいところありがとう

ございました。ロンドンオリンピックで

はご活躍を期待しております。

望月：頑張ってきます。

（収録　平成24年4月11日）
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自分で決めたことを
徹底することで、
強い精神力を養う。 目的意識を明確にし、

そのプロセスを
大切にする。

望月　聡 氏
びわこ成蹊スポーツ大学准教授

昭和62年3月、商経学部経済学科卒業。昭和62
年4月、日本リーグ1部の日本鋼管サッカー部（後
にNKKサッカー部）に入部。昭和63年、日本代表
に選出され、国際Aマッチ7試合に出場。平成4年、
Jリーグ浦和レッドダイヤモンズに移籍、その後京
都サンガでプレー。平成10年、京都パープルサン
ガでコーチ就任、以後ヴィッセル神戸や大宮アル
ディージャなどのクラブで指導をする。平成19年
びわこ成蹊スポーツ大学准教授に就任。平成20
年、北京オリンピックサッカー女子日本代表コー
チに就任、ベスト4に導く。平成21年4月、びわこ
成蹊スポーツ大学サッカー部監督に就任。平成
22年、FIFA女子ワールドカップドイツ大会で代表
コーチとして優勝を経験。指導したなでしこジャ
パンが国民栄誉賞を受賞。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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竹内：早速ですが、兵庫御厨会（みくりや

かい）の生い立ちから現在までのお話を

お聞きしたいと思います。

中本：丁度、私が地元の教育委員会で教

育長をしていました時に、黒瀨先生が県

教育委員会におられまして、お電話をい

ただき｢中本先生、実は私の先輩でして

｣と打ち明けていただきました。びっくり

したと同時に大変うれしかったのを覚

えています。それから黒瀨先生、福田先

生や、今日はお見えになっていませんが

山城先生方のお力で兵庫御厨会を作ろ

うということになりました。初めての全

体会では懐かしいというか、世代は違

いましたけれど、同じ大商大の卒業生と

いうだけで、もう会ったらスッキリ話せ

るといった状況でした。皆さん立場はそ

れぞれ違いましたけれども情報交換を

して、それぞれの教育活動に役立てら

れたらという思いで熱く語り合いまし

た。

黒瀨：平成10年ですかね、それまでに名

前が分かっていた5人（中本、黒瀨、野

崎、久保田、福田）で一度、集まろうかと

いう話になったんです。こんな会が継続

して開ければいいなぁと。その時はそう

いう話で終わったんですけど、5年ほど

経って県内で教職についている仲間が

他にもいるのではないかということで

いろんな方々の協力を得て名簿を作っ

てみたんです。改めて作ったリストが50

名以上になり、これなら支部を立ち上げ

ることができるのではないかと。それで

準備委員会を立ち上げました。商業大学

だけに本来、教育関係者は少ないと

思っていましたが、リストを見ますと半

数以上が管理職。これには驚きました。

最近では御厨会の存在を初めて知った

ということで自ら名乗ってくれる方も

増えてきまして、私は｢大商大卒だ｣と。こ

れはとても嬉しいことですよね。また会

報誌｢校友｣を拝見していて昨年ぐらい

からですかねえ、各支部の活動も活発

になってきたと感じるのは。我々の活動

が他の支部に刺激を与えるぐらいの活

動ができているかなと感じています。

福田：私が一番に感じることは｢想い｣

の大切さです。今までは、もしかすれば

自分は｢大商大卒だ｣と大きな声で言う

方が少なかったかも知れません。その中

で黒瀨先生のように教育への強い情熱

と、母校大商大への感謝と誇りを持っ

て、県教育委員会の幹部として活躍して

おられる方もいる。そのような方々の母

校愛への強い｢想い｣が、この兵庫御厨

会を立ち上がらせました。私は先輩方

の、その｢想い｣をエネルギーとして、こ

こまで事務局として頑張ってきました。

発足当時は、正にゼロからのスタートで

あり支部と認められるためへの会員名

簿の作成、自費で案内を郵送し続けまし

た。校友会理事会で職域支部として認め

られた時の嬉しさは｢想い｣が通じた瞬

間でした。

現在は特に教師を目指す方への｢勉強

会｣を定期的に実施しています。当初は

大商大卒業生に限っていましたが、希望

者も年々増え、今は他の大学卒や県外

からの参加もあります。次々に採用試験

に合格され活躍されています。

竹内：それでは入会されたばかりの若

手お二人に、会へのお気持ちをお聞か

せ下さい。

岩本：正直、気が付いたら活動に参加さ

せて頂いてた、という感じでして（笑）。5

月の全体会に参加させていただいたの

ですが、大変多くの先輩方が精力的に活

躍され、社会貢献されている姿を見て、

自分も早く教師として人として先輩方

のように活躍できるようになりたいと

強く感じる思いでした。

戎（えびす）：私は、在学中にも山城先生

からお誘いを頂き、卒業してから入会さ

せていただきました。全体会に出席させ

ていただきました時、先輩方から沢山の

励ましやアドバイスを頂きまして、とても

嬉しく思いました。

［兵庫御厨会のこれから］
竹内：続いて｢校友｣を読まれる全国の

卒業生に向けて！

黒瀨：当会は教育関係者中心の職域支

部です。現在、兵庫、岡山、高知の三県で、

年一回情報交換会を行っていますが、で

きれば私はこの形が全国に広まってほ

しいと考えております。そして各学校の

取り組みや経験を発表しあう場を年一

回、母校で開催できればと思います。皆

で情報を共有し、より良い教育環境を全

国規模で築いていきたい。更にそれを現

役の大学生と共にやることが目標です。

教師を目指す若者に対して、現役の教師

も含めた実際の教育関係者の先輩が指

導していく環境、実はなかなか無いんで

すよね。きっと学生にとっても良い刺激

になると思いますよ。

中本：私もそう思います。商業大学に

入って教師を目指すのは現実問題とし

て、やはり厳しい部分があるんですよ

ねぇ、そういう学生の皆さんの、ぜひ力

になってあげたいと思っています。

福田：そうですか、私も先生方のおっ

しゃるように、実際の現場を体験した先

生から生の声で、ただ単に教師の資格

を取ることだけを目指すのではなく、教

師として人として大切なものは何かを

示し、身につけていただきたい。そのお

手伝いをさせていただければと。

竹内：なるほど、戎さんは実際に一回生

の時から教師を目指していたものの、大

変苦労されたとお聞きしておりますが。

戎：はい、やはり具体的にアドバイスを

いただけるようになったのが三回生の

時でしたので、一、二回生の時は手探り

状態で勉強していましたので不安に感

じることがありました。

［教師を目指す後輩にむけて］
竹内：では、後輩への思いをお願いします。

中本：やはり、今の若い教師には特に、

人との出会い、繋がりを大切にしてほし

いと思っています。これは私の体験です

が、教師とは人を育てる仕事であり、熱

い情熱と信念を持ってやり抜けば、必ず

多くの人の信頼や支えが生まれてきま

す。ぜひ頑張ってください。

黒瀨：教師を目指すのであれば、しっか

りとした知識と、いろいろな雑学も身に

つけてもらいたい。そして子供に対する

熱い情熱、沢山の経験を積み重ねられ

るような充実した学生生活を送って下

さい。

福田：私は黒瀨先生から頂いた言葉｢三

感｣を贈ります。その一つ目の｢感｣は｢感

性｣であり様々な体験を通じて感性を磨

き高めていただきたい、二つ目は｢感

動」であり常に素直な心で感じ取る心を

育ててほしいです。最後三つ目は｢感謝｣

であり、すべてのことに有り難うの感謝

の心を持ち続けてほしいと願います。

竹内：最後に若手お二人は、先輩方のお

話を聞いていかがでしたか。

岩本：今、高校で野球部を指導していま

す。今の子供達は根気が足りず長続きが

しない子が多いんです。今、先輩方のお

話を聞いて、やはり一生懸命の大切さ、

困難を成し遂げた時の感動や喜びを、

熱い情熱を持って伝えていかなければ

ならないと改めて感じました。

戎：私は、教師を目指す中で、ご紹介をい

ただいた学校が特別支援学校でして、現

在も講師として勤務しています。

正直、自分の希望ではなかったのです

が、実際には、沢山の経験の中で、とても

大切なことを学ばさせていただいて、今

ではとても感謝していますので、ぜひ後

輩の皆さんには目先にとらわれず何に

でも積極的に参加し体験してほしいと

思います。

（収録　平成24年3月18日）

母校の絆から生まれた
教育関係者のつながり

［ 兵庫御厨会 座談会 ］

支部の中でも教育関係者が１００名以上集うという、独特な構成の兵庫御厨会（みくりやかい）。
お話の中でも、人と人との繋がりや教育論など職域支部としての特徴が現れた情熱的で有意義な座談会となりました。
校友会本部からは、宇野幸三副会長、竹内行弘理事・編集委員が聞き手として出席しました。

兵庫御厨会出席者

校友会本部出席者

中本 恒夫
元兵庫県宍粟市
教育長
（昭和36年卒）

［顧問］

支部探訪④
みくりやかい

黒瀨 泰弘
神戸第一高等学校
参与
（昭和45年卒）

［会長］

福田 義道
たつの市立
龍野西中学校長
（昭和49年卒）

［事務局長］

岩本 剛志
県立洲本実業
高等学校
講師
（平成19年卒）

戎 有理奈
県立芦屋
特別支援学校
講師
（平成21年卒）

宇野 幸三
［副会長］

竹内 行弘
［理事・編集委員］
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関東支部 支部長  岩野 邦久（昭和39年卒業）大学教育の在り方と後輩への支援

関東支部

 昨年の東日本大震災は原発事故を含
む未曾有の規模であったが、貧困政治
で復旧も遅々として進んでいない。早い
復興が望まれる。わが国を取り巻く環境
は日々厳しさを増し、止まらぬ円高、産
業活性化等々四面楚歌。
　戦後、大学は増え続け800校弱とな
り、最高学府である大学教育は崇高な
理念を忘れ質から量へとシフト、少子化
で大学全入時代となったが社会が期待
する学生の輩出が出来ないのが実態
で、日本の産業は伸びず就職は一層厳
しい時代が続く。就職後3年以内で
40%の離職では話にならない。外国人
採用も増加している。全く大学の価値が
ない。

　大学・教授受難の時代を
迎えている。わが母校は教
育改革、就職支援等で他校
の一歩先を走っているが、
更に前を走ってもらいた
い。大学のブランド、規模、
歴史は通用しない実力の
時代。
　関東支部は来年で発足
50年。これを機に新たに士（サムライ）業
の弁護士・公認会計士・税理士・社労士・
経営士・販売士等の会と経営者の会を立
ち上げする準備中である。資格はあって
も仕事の確保が難しい時代。経営者も同
様。これを打破すべく校友が協力して相
乗効果を狙いたい。後輩の支援として卒

業前の就活、卒業後の相談には各地の
校友会支部が力を発揮し、頼りになる支
部活動を続けて行かなければならない。
　士の会、経営者の会のネットワークは
関東支部だけではなく、全国レベルで
考えているので、関心のある校友は事
務局まで連絡をお願い致します。

●支部連絡先／〒113-0033 東京都文京区本郷1-10-13-201 東京メディア工房・スペース 気付
　　　　　　　TEL.03-3818-2287　FAX.03-3818-2227

三重県支部 （前伊賀市企画総務部長）  西岡 幸彦（昭和49年卒業）伊賀市の観光と物産

三重県支部

　三重県支部会員も多く、校友会活動
の中心となっている伊賀市地域におけ
る観光と物産を紹介いたします。
伊賀市は、大阪・名古屋のほぼ中間に位

置し、特に歴史・文化的背景か
ら、関西の影響を大きく受け、そ
の中心は、藤堂家の城下町として
栄えた「伊賀上野」であります。
　観光の中心といえば忍者と松
尾芭蕉（生誕地）で、特に、伊賀流
忍術発祥の地として、上野公園内
に忍者屋敷があり多くの人が訪
れます。4月から5月のゴールデ
ンウィークまでの間、NINJAフェ
スタと銘打ち、休日を中心に色々
な催しが行われ、観光客などが
忍者になれる町として町中忍者

で溢れ、青・黄・赤などの忍者姿の子ども
達のはしゃぐ様子が微笑映ります。
　秋は、当地方の最大の祭り上野天神
祭（10月23～25日）が開催されます。

この祭りは、鬼行列と絢爛豪華な九基の
山車（だんじり）が町を巡行し、祭り絵巻
を見ることができます。また、芭蕉の遺
徳を偲ぶ芭蕉祭（10月12日）・お城祭
り・農山村では、収穫祭りや紅葉祭りな
どが開催され、多くの人で賑わいます。
　食べ物も伊賀牛、伊賀米、伊賀酒、豆
腐田楽、かたやき、和菓子など美味しい
物もいっぱいで、その他組紐、伊賀焼き、
農産物などの特産物もあり、伊賀肉は松
阪牛にひけをとらないと思っています。
　伊賀市では、時間がゆっくりと流れ、
懐かしさが漂い、派手さはありません
が、歴史的史跡や自然に恵まれていま
す。一度、訪れていただき、歴史、自然に
触れ、美味しい物を味わってください。

●支部連絡先／〒518-0125 三重県伊賀市上郡41-1 中田勝仁様方　TEL.0595-37-0010　FAX.0595-37-0010

校友会 支部便り

　　  福井県支部が発足！

岡山県支部 事務局長  平元 彰（昭和48年卒業）百代の過客

岡山県支部

　「百年に一度」の経済危機の後に「千
年に一度」の天災。列島に夥しい涙が流
れた日から一年余。歳を重ねると季節
は足早に去っていくとの思いが募りま
す。勝海舟は歳月の過ぎゆく姿を「日月
如転丸」、日月は転がる玉のようだと遺
しました。震災句集の中に謳われた「み
ちのくの山河慟哭初桜」の時季が廻っ
て来ました。「晴れの国」とも称され、災
害も少ない此の地に身を置く私達も
様々な想いで、此の一年を過ごしてきま
した。
　この震災で何かが終わったと、日本
人の多くが感じています。高度経済成長
期の辺りで大切な忘れものをした私達
は、震災を境に今までより他人の痛みに
少し敏感になり少し涙脆くなったよう
にも想われます。外信各社は、日本人の
忍耐と秩序を称賛しました。「日本人は
込み上げる血の涙を堪え、驚くべき精
神で試練に堪えている」と、配信しまし
た。日本人の精神の根幹が美徳として
これ程まで称賛された事はありません
でした。然るに、鎌倉武士の時代から
「一所懸命」の気持ちは胸に滾(たぎ)っ
ていても、生きるのに難しい時代と対峙
することになりました。政治、経済の凡
で閉塞感が漂う社会、夢を持つことが

難しい時代だからこそ、学び舎で希望に
胸を抱いていた青春が殊更に懐かしく
思えるのかも知れません。
　大阪商業大学は創立以来、社会に実
学を提供してきました。岡山県も千余名
の卒業生を輩出していますが、卒業生
一人ひとりの活躍が大学の成果であり
誇りでもあります。各分野で天晴れなご
活躍の姿を後輩達に印象付けている校
友が数多くおられます。人生に「打出の
小槌」なし。苦境を乗り越えて満願成就
を果たされた校友の一言の重み、至誠
一貫、風雪に耐えて咲いた花の生涯に
は感動を禁じえません。
校友会岡山県支部では同郷の地で皆様

との交流と友情を深めあえる境遇に感
謝しつつ只管活動の輪を広げておりま
す。奇しくも今年は閏年。旧暦では閏月
がありました。閏月、中国では王様は門
から外へは出てはいけない事になって
いたところから「閏」と云う漢字が出来
たとのこと。
　今年は、四年に一度のオリンピック・
イヤー。少し得したような気分になりま
す。三百年前に旅の先達は＜ゆきかふ年
もまた旅人なり＞と著しました。全国の
校友の皆様と共に移りゆくこの国の季
節の風景を心豊かに楽しめる一年にな
りますように。

●支部連絡先／〒703-8267 岡山県岡山市中区山崎301-58 永田嘉男様方　　TEL.086-276-9054 　FAX.086-276-9112

平成24年度は、福井県支部と滋賀県支部（9月2日）が創設されます。
今後もさらなる交流の場が広がることを願って、全国各地で活動を続けている
各支部からのお便りをご紹介いたします。

　昨年11月より清水久通氏（昭和47年卒業）を中心に設立準備を進めておりました福井県支部が、去る6
月3日、設立総会を開催し、正式に支部発足いたしました。県内約400名の会員の支部活動への積極的な
参加を求めております。
　支部に関する詳細のお問い合わせは本部事務局（TEL06-6782-7243）又はホームページアドレス
http://www.ouc-koyu.org/をご覧下さい。尚、滋賀県支部のお問い合わせ先も本部事務局へ。

速報速報



　丹波の国や山城の国に連なる摂津の
国の北辺のシンボルは、能勢妙見山であ
ろう。京都祇園から妙見山上までの京都
バスや山陰本線亀岡から能勢電鉄妙見
までの丹波バスの運行が要であった歴
史がある。妙見山も又表参道が兵庫県川
西市、山門の敷居を一つまたげば大阪府
豊能郡能勢町で、檀家総代の谷林喜久治
氏は主な行事の日はここの境界で執務
される。
　支部の頭(かしら)の原　文隆氏（曹洞
宗雲覚寺住職）はもう六十年以上のつき
合いで、約一年前の当母親の葬儀の通夜
と本葬、新佛となってからも三週目に来
宅、回向を頂いた。川西市長・大塩民生
氏、元川西市議会議長・久保義孝氏、国民
学校の先輩にも当る前川西市教育長・

今中種好氏、他地元の上田正義氏ら多
数参列賜わった。本部副会長宇野幸三氏
は当日遠路参列頂き、山根達雄氏と待機
されていた。夫々深謝して止まない。
　郷土での長い絆をもつ一人は、六人部
（西田）末義氏である。学生時代は空手の
修練で、いつも指骨を眞赤な血に染めて
いた。そして半生を空手道に捧げて遂に
九段。現川西市空手道協会々長。多くの
学校で教育に携って来られた御縁のお
陰で、求人難の時代黒帯の高校生を採用
できた。当時仕事に人事を担ったが、
NTT会館で“中途採用の人材戦略”中井
節夫教授の講述を拝聴。SABCDEF見事
に纏められた。
　昨年十月二十日私は二冊目の本を出
した。一月二十九日川西でも祝賀会を催

して頂いた。花束の発案は久保義孝氏だ
ろうが、私の手に渡してくれたのは支部
長の手であった。有難度う。浜松の有賀
弘治氏、九十迄生きよう、と手紙を呉れ
た。横浜の大塚政光氏には日本の城の
自製の額を貰い書斎に掲ぐ。板村（三上）
富雄氏より相馬康男氏の逝去を承った。
嗚呼人生無常。
　恩師 古川 武教授の薫陶は、人に与え
よ、人を陰で
褒めてやれ
などの徳目
で、ほぼ半生
を貫いた。
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京都府支部 支部長  安田 光孝（昭和40年卒業）京都府支部長就任に当たり

京都府支部

　今回、京都府支部長に就任いたしま
した、安田光孝でございます。なにぶん
微力ではありますが、よろしくお願いい
たします。私は、昭和40年3月大阪商業
大学経済学部を卒業し、同年4月に当社
である万定織物㈱に入社、昭和49年8
月社長に就任、現在に至っております。
　私の町は京都府北部に位置し、日本
海に面した丹後半島の尾根を背景と
し、南は福知山市、東は宮津市、西は京
丹後市などに接し、大江山連峰をはじ
めとする山並みに抱かれ、野田川流域
には肥沃(ひよく)な平野が広がり、日本
三景で有名な天橋立を望む阿蘇海へと
続いています。
　当地の産業は、地場産業であります
「丹後ちりめん」の歴史はおよそ300年

ですが、急速に発展したのは昭和30年
～40年の高度成長時代と重なります。
ところが、昭和48年の996万反の生産
をピークに減少に転じて近年では47万
反となり、かつては町中から昼夜を問わ
ず機(はた)を織る音が響いていました
が、それは昔の思い出となっています。
丹後ちりめんは生産量の調整、柄の選
定や問屋との調整などをする「親機」と
親機から支持を受けて織る出機と言う
生産体制を築き分業によって効率性を
高めてきました。
　当社の歴史は100年ほどで、先代の
父松太郎が就くと、ものづくりにかける
情熱が一気に爆発、皇后陛下御還暦の
献上の依頼に私財を投げうつような気
持ちで取り組み献上すると言うことが

できました。
　この丹後の財産としてずっといかな
ければならないと思います。今後も御指
導のほどよろしくお願いします。

●支部連絡先／〒612-8016 京都府京都市伏見区桃山町養斉21-20 小川敬雄様方　　TEL.075-612-1580　FAX.075-612-1580

富山県支部 幹事  藤井 泰三（昭和62年卒業）校友会の存在意義

富山県支部

　私たち富山県支部は、新春の集いに
県内の経済やスポーツ界でご活躍され
ている著名人を講師に招いての講演会
や親睦ゴルフ大会などの定例行事を行
い会員相互の親睦を深めたり、情報交

換の場として活動を
続けています。
　また一風変わった
活動として、（私が
ジュニアゴルフ教室
を主宰しており、ゴル
フ好きな校友会会員
が多いこともあり、）
「青少年育成」という
旗印を挙げてジュニ
アゴルフ大会を支援

し、子供たちとの交流をしています。
　そんな中で先日地元の大学を卒業し
た友人と話をしていて母校やその校友
会について考えさせられることがあり
ました。それは友人が「母校の大学が統

合によってなくなった。なんだか胸に
ぽっかり隙間ができたようで寂しい。」
と話してくれたのです。私はその時、大
学は、なんといっても私たち卒業生に
とって「誇り」であり、自分たちが「青春
時代を生きてきた証」で、自分を形成す
るアイデンティティの一部であるという
ことに気づかされました。校友会の存在
意義には、もちろん先に言ったような親
睦などもありますが、その真髄は、大学
と私たちを結ぶ「絆」であり「心のよりど
ころ」であるということです。
　今後は他の校友会との交流やファミ
リー懇親会など、会員が元気のでる楽
しい企画をし、さらに校友会の発展に
努めていきたいと思っています。

●支部連絡先／〒939-8211 富山県富山市二口町1-7-13クリーン産業㈱内 針田正尚様方
　　　　　　　TEL.076-421-5626　FAX.076-421-5640

石川県支部 副支部長  田中 俊和（昭和50年卒業）ノミニケーションを大切に・・・

石川県支部

　大阪商業大学 石川県支部は、「会員
相互の親睦を図るとともに、母校の発
展に寄与する」を目的として活動してい
ます。会員数は387名です。毎年10月～
11月に金沢のホテルで支部総会を開
催していますが、出席者は、わずか30名
余りです。
　そこで我々役員が各地区（能登地区・
金沢地区・加南地区）に出向き、会員一
人ひとりに呼びかけております。昨年、
各地区3人の役員でカーナビを頼りに
一泊しながら能登地区の半分を回りま
した。各家庭を一軒一軒訪問し、会員に
は直接、商大校友会の趣旨を話し、旧交
を温め視野が広がる支部総会にまず出
席されることを勧めてまいりました。
又、不在の時はその家のおじいちゃん

やおばあちゃんと自分の大学時代の楽
しかった思い出を語りながら、次回には
是非息子さんに支部総会に出席いただ
けるようお願いもしてまいりました。
　加南地区では新年会と称して（今年
は2月18日）小松市内の料理屋さんで
先輩・後輩の枠を超えて共にお酒を酌
み交わしました。民間企
業の社長、重責の職務に
就かれている方、高校教
師・校長等教育関係者、
市会議員の方など等、色
んな分野で活躍されてい
る方々なので話題が尽き
ません。二時間半があっ
と言う間に過ぎました。
次回を楽しみにしていま

すとの声を聞き世話人としては、嬉しい
限りです。今後もノミニケーションを大
切にしながら、お互いの距離を縮め、同
窓の輪を広げると共に絆を深め、校友
会の発展に尽力したいと思います。皆様
のご健康と益々のご活躍を祈念し、再会
を楽しみにしております。

●支部連絡先／〒920-0902 石川県金沢市尾張町1-1-14 廣澤郁夫様方　　TEL.076-231-4446　FAX.076-262-0144

北摂支部 副支部長  服部 善彦（昭和32年卒業）80才大商大の絆

北摂支部

●支部連絡先／〒666-8501 川西市市役所議会事務局内 久保義孝様方　　TEL.072-740-1111　FAX.072-740-1318

校友会 支部便り

六人部末義氏撮影　1月29日
於川西市　魚越秀
六人部末義氏撮影　1月29日
於川西市　魚越秀
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愛媛県支部 事務局長  工藤 憲治（昭和48年卒業）設立2年目を迎えて

愛媛県支部

　愛媛県支部は、設立2年目を迎えてい
ます。大学、校友会本部、各支部の皆様
のご支援と会員の皆様のご協力のおか
げで、スムーズな支部運営が行われてお
ります事をお礼申し上げます。
　今年は、大学より原田准教授と校友
会本部より高岸会長と宇野副会長をお
迎えして大洲の地で「集い」を行いまし
た。あいにく台風の後で大洲の鵜飼い
は中止になりましたが、臥龍山荘の見
学をし、原田先生に講演を頂きその後
大洲名物「いもたき」を食べ楽しい集い
を開催し大洲のいいところを満喫しま
した。
　もう一つは、大学を訪ねる研修旅行
です。10月29日、30日で大学の御厨祭
の日に15名で訪問致しました。卒業し

てから初めて大学を訪れた人もおり、
大学施設の変化と女子学生の多さには
びっくりしました。また片山副学長・大
城戸事務局長様・篠山課長と高岸会長
にお迎え頂き、校内を案内して頂き図書
館の充実には大変感動しました。また、
学生の素晴らしい御厨祭の運営にも感
動しました。本
当に訪問して良
かったと思えた
一日でした。
　もう少しで支
部設立3年目を
迎えますが、今
以上に参加でき
る会員を増やし
支部を活性して

いきたいと思っています。
　最後になりましたが、今後とも大学関
係各位、並びに校友会本部と各支部の
みなさまのご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

●支部連絡先／〒793-0030 愛媛県西条市大町1215-1 工藤憲治様方　　TEL.0897-56-1572　FAX.0897-56-1527

広島県支部 支部長  白井 勝秀（昭和39年卒業）設立3年目を迎えて

広島県支部

　東日本大震災から1年が経つ。未だ復
興のペースは遅く、被災地住民の苛立
ちが各報道で毎日伝わって来る度、切

なく、やるせない思
いです。特に福島県
最大の課題は東電
原発事故で拡散し
た放射性物質の除
染であり、目に見え
ぬ物質と戦ってい
る被災者は苦痛の
連続で、いつ終末を
迎えるのか・・・祈っ
てやみません。
　校友会広島県支
部も設立3年目とな
り、本部、各支部の

ご指導、助言により組織も整いつつあり
ます。本年二月に理事会を開き、本年度
の行事予定及び総会開催の打ち合わせ

等行いました。
　また、23年度総会を行った東広島市
西条町は広島随一の酒どころ、昨年十一
月にJR西条駅近くで“酒まつり”が開催
され、支部からも「広島県支部旗」を掲
げ、役員数名が参加しました。在阪ほか
大学OB達も立ち寄り、大いに盛り上が
り、大商大のPR効果大でした。
　また大学への進学勧誘も熱心に取り
組んでおります。しかし近年の少子化に
よる生徒数の減少で、当県も今年度で
公立高校ニ校が閉校となり、私立高校
においても生徒募集に四苦八苦してい
るのが現況です。小生も母校及び知人
のいる高校に出向き進学指導教員に
情報誌など持参、お願いしている昨今
です。

●支部連絡先／〒738-0025 広島県廿日市市平良1-9-16 白井時計店内　　TEL.0829-31-0100　FAX.0829-31-1158

愛知支部 幹事  田中 俊行（昭和56年卒業）バスケットボールで広げよう「支援の輪」

愛知支部

　去る平成23年11月26日、27日に愛
知県美浜少年の家体育館に於いて「東
日本大震災復興支援大会・第1回豆蔵
※D&Iジュニアバスケットボールカッ
プ」（実行委員長：田中俊行）を開催いた
しました。
　本大会は、バスケットボールを通して
「東日本大震災」で被災された皆様を少
しでも支援できればという思いと、中学
生たちのバスケットボール技術の向上、
そしてこの大会で友情を育むことを目
的としており、大会開催趣旨に賛同した
愛知支部より、男子・女子各優勝、準優
勝、3位チームにトロフィを6個贈呈して
いただきました。このトロフィは日展入
選者でもある陶芸家の方が作陶した陶

製ランプシェード型をしたオリジナリ
ティ溢れる作品で、トロフィを手にした
子供達は大変喜んでいました。
　またこの大会の開会式に来賓出席さ
れた大村愛知県知事、谷岡至学館大学
理事長、学長より、激励の言葉をいただ
き参加した愛知県、滋賀県、三重県の男
女中学校・ジュニア16チー
ムの選手はもとより父兄等
も感激していました。
　なお、本大会で集まった
義援金は大会名誉会長の
吉岡高浜市長より日本赤十
字社へ寄託いたしました。
　今後も愛知支部は「東日
本大震災」で被災された

方々への支援活動を続けていきたいと
思います。
※D&Iとは、田中俊行が指導しているバ
スケットボールのチーム名の略称です。
DREAM(ドリーム)　and(アンド)　
IMPRESSION(インプレッション)
夢と感動

●支部連絡先／〒474-8651 愛知県大府市横根町名高山55 至学館大学・同短期大学部 気付 教務課 杜下憲央様
　　　　　　　TEL.0562-46-1218　FAX.0562-44-1313

高知県支部 支部長  川﨑 洋輝（昭和41年卒業）ゴルフ雑感

高知県支部

　ゴルフ場で初めてプレーを経験した
のは26歳の時である。職場の先輩に誘
われて訪れたのは成田空港の近くのパ
ブリックゴルフ場であった。スコアは
108であったが、先輩から初めてのラ
ウンドで108は凄いとおだてられ、以
来、40数年間にわたる病み付きの趣味

となった次第である。
　昨年10月に黒潮CCにおいて高知県
支部親睦ゴルフコンペを開催した。愛媛
県支部からもご参加頂きゴルフを通じ
て交流を深めることができた。ゴルフの
魅力は大自然の中でリフレッシュでき
ることと、同伴者とのコミュニケーショ

ンやプレーを通じて人を知るこ
とができることである。ゴルフの
プレーにはその人の人間性がｗ
如実に表れるものである。
　7年前から黒潮CCで行われ
ている男子プロのカシオワール
ドオープンと土佐CCで行われ
る女子プロのプロギアレディス
トーナメントでスコアラーとし
てボランティア活動を行ってき

た。活動を通じて数多くのプロゴル
ファーを間近に見てきたが、技術の高
さもさることながらテレビ中継では見
られない選手の人間性が垣間見られ強
く印象に残っている。
　男子プロ、女子プロともに知名度に
関係なく礼儀正しくて人間味のあるプ
ロがいる一方、残念ながらそうではな
いプロもいた。勝負に拘るあまり自分
のミスを周りの人間や道具に当たると
いう、他者への気遣いが欠落している
プロには不愉快な思いをさせられた。
　ゴルフに限らず趣味に集中すると性
格が出るものであるが、余裕をもって趣
味を楽しむと同時に、物を大切にする
心や他人への気配りなど人間性も磨き
たいものである。

●支部連絡先／〒781-2123 高知県吾川郡いの町天王南3-6-5 西村慎一様方　　TEL.088-891-6732　FAX.088-891-6732

校友会 支部便り

親睦ゴルフコンペ（2011.10/黒潮CC）親睦ゴルフコンペ（2011.10/黒潮CC）
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　校友会では年一回発行の本誌のみではなく、出来る限り早く、ボリュームあふれる情

報を提供していく為にもホームページのあり方を現在、再検討しております。大学が発

信している情報、全国にある校友会支部からの情報、本誌では行っていない企画など

ホームページで掲載する情報の多様化を目指しております。また、最近では単にホーム

ページを立ち上げるだけではなく、安定して情報をアップデートし、ツイッターやフェイ

スブックなどのＳＮＳを活用した情報拡散、ホームページへの集客、コミュニティを活用した新たな校友同士の繋がりを

行っていくことも大事です。

　その情報を提供していく為の体勢づくりが当面の課題です。在校生を含め若手の校友の意見をぜひ採り入れて行き

たいと考えております。ご意見をお待ちしておりますので、よろしくお願いします。

　「在学中は、グリークラブ（男声合唱団）に所属していま

した。」と在学中での思い出を語る亀田さんの目が優しく

微笑みます。「初めはそれほど興味は無かったんですけど、

先輩の勧誘が、なんというか強引で（笑）」。結局、卒業まで

続けることになった部（サークル）活動は、比較的和やか

な雰囲気の中、合宿や大学祭参加など楽しい経験を重ね

ることができ、今でも数人の仲間と交流を続けているそ

うです。

　「大阪商業大学では良き先生方にも恵まれました。特に

私にマーケティングの世界への興味をかきたててくれた

柏尾昌哉先生には感謝いたしております。」さらに、「在学

中はもとより、卒業後、滋賀県立大学で専任として教える

かたわら、授業を終えた後、夜行バスで京都から長崎（長

崎大学）まで、博士の学位を取得するために通った際にも

親身にご指導を頂きました。」と語る亀田さんにとって大

阪商業大学での先生方との出会いは、研究者・教員として

の道を歩む、大きなきっかけに。

　また、亀田さんは『志』の重要性を唱えています。「私は

現在、滋賀県立大学に席を置いていますが、故・日高敏隆

初代学長が提唱されたのが『キャンパスは琵琶湖、テキス

トは人間』です。1回生は全員、入学して最初に人間学(サブ

ゼミ)という授業を必修で受講します。つまり学生自らが考

え、行動し、成長していくことを教育の指針にしています。

私は、そういったことに大いに共感できるんです。」県立大

生との接点が深まる中で、「卒業後は故郷に戻っての就職

を考えている学生達がいるんですね。しかし、そのサポート

が手厚いかと言うと、どうしても手の届かない部分が出て

しまう。そこに歯がゆさを感じていたんです。」

　そこで大阪商業大学の滋賀県でのOBの活動を調べた

ところ、過去に大阪商業大学の同窓会が滋賀にもあった

ものの、現在は活動しておらず、それならば新たに再出発

をしようと滋賀県支部を発足するに至ったそうです。「今

後は他支部を参考に滋賀県支部独自の活動を進めてい

きたいと思っています。」亀田さんは校友会の活動を通じ

て、卒業生同士の交流はもちろん、在学生にも気軽に参加

してもらい、勉学やサークル活動、就職活動についてのア

ドバイスや人脈を提供していきたい、と語ります。「在学生

には卒業後も校友会活動に参加してもらい、今度は自身

が後輩に力を貸し、大きな輪と言いますか、息の長いサイ

クルが形成され、我が母校の末永い繁栄に繋げられれば

と。」亀田さんの声が弾みます。

　幅広い視野を持つ亀田さん。最後に、意外ともとれるア

ドバイスもいただきました。「大阪商業大学にも大学院は

ありますが、あえて旧帝大も含む国公立大学の大学院に

も挑戦してみては。実は国公立大学の大学院で学んだ知

識や人脈は、自身の幅を大きく広げるのはもちろん、必ず

や将来の校友会にとって大きな力となるはず。」

　「そんな学生たちが将来、『商大魂ここにあり』を発揮し

て地域に根付いた企業家や政治家になることも願ってい

ます。」終始にこやかに話される亀田さん。しかし、その言

葉の節々からは力強い『志』を感じました。

●プロフィール
　昭和46年3月大阪商業大学商経学部経済学科卒業後、長崎大学大学院に進学
し、修了後、大阪大学、北海道大学で研究し、更に淀川女子高等学校商業科（現・英真
学園高等学校）で教える傍ら、東京大学、甲南大学でも研究活動を続け、平成2年4
月滋賀県立短期大学家政学科専任講師。短期大学の4年制化に伴い平成7年4月滋
賀県立大学へ移籍、その後も研究を重ね、平成9年3月論文「水産物流通業者におけ
る経営情報システムおよび情報ネットワークに関する研究」で博士（学術：長崎大
学）を取得。そして、電子システム工学科の新設に伴い情報関係科目担当のために、
平成20年4月より同大学の工学部に移籍。主な研究分野は「個人情報保護論」「情報
倫理学」「経営情報学」「会計情報学」「流通情報論」「情報管理論」「情報科学」「プロ
グラム言語」「健康情報管理」等。米原市個人情報保護審議会委員なども歴任。

大阪商業大学校友会 ホームページ STEP UP なう 

校友の活躍ぶりを拝見する第1回は、滋賀県立大学工学部で准教授として

教壇に立ち、今夏の滋賀県支部設立に向けて現在奔走中の亀田さん。

在学中に学んだマーケティングの分野に面白さを感じていたのがいつし

か経営情報という研究の道へ。

在学中にグリークラブで鍛えたのどで今日

も熱弁を奮い、勤務先の滋賀県立大学の学

生たちの就職指導にも親身になって取り

組んでいます。

学生たちと接しながら日々大きくなる
母校への想い。
そして、滋賀県支部復活へ。

が ん ば る ！ 校 友

滋賀県立大学工学部
電子システム工学科
准教授　博士（学術：長崎大学）

亀 田 彰 喜さん
（昭和46年卒）

かめ         だ        あき        よし

●著書
　現代の情報処理
　亀田彰喜
　勝木太一

編著

　［朝倉書店］

校友会のホームページのあり方検討へ　校友の参加歓迎STEP 2

　ご存知の方も多いかもしれませんが、校友会で

は大学の学生ベンチャー企業の協力を得て、ホー

ムページを立ち上げております。

　今後は、会報だけではお伝えしきれない校友会

の動きなどを掲載し、内容の充実、アクセスアップ

による利用者の増加を目指しております。ぜひ、ア

クセスよろしくお願いします。

　また、同じくフォーム画面にて校友会へのお問

い合わせ、住所・氏名変更も受け付けております。

お気軽にご質問、ご意見をお寄せ下さい。

公式ホームページを立ち上げていますSTEP 1

http://www.ouc-koyu.org/

　商楠会は大阪商業大学吟詠部OB会の集いです。クラ

ブは平成5年に廃部となりましたが、OBの有志で平成

11年に立ち上げ現在に至ります。

　今回キャンパス見学する機会を作り開催致しまし

た。懐かしい谷岡記念館、立派な校舎には驚きました。

懇親会は27名(鹿児島、長崎、広島、鳥取、石川、埼玉か

らも)参加しました。旧交温め再会を喜びました。

　今回は校友会髙岸会長、師範西本国楠先生のご出席

を賜りました。会報を見られたOBの方々、是非一度参

加して頂ければと思います。

大阪商業大学吟詠部OB会の集い「商楠会」

商楠会は，毎年5月第2土曜日に、開催致します。

内藤 修三様＜昭和41年卒業＞　〒662-0033 兵庫県西宮市清水町3-11
℡：0798-73-2762　　携帯電話：090-5045-7643

吟詠部OB会連絡先



周辺領域における主な施策

○地域と連携強化
○産学連携、創業支援の検証と推進
○教育・文化普及活動の拡大
○校友会との連携
○海外留学支援策の充実
○ビジネスアイデア甲子園の推進
○起業教育研究会の充実

における主な施策

支援の検証と推進
活動の拡大

の充実
ア甲子園の推進
の充実

平成24年3月31日現在

KOYU16 17KOYU

24年度の大学の取り組み
　大阪商業大学では、開学以来「世に役立つ人物の養成」を建学の
理念として、実学教育に向けた教育課程の体系化とその実践に努め
ていますが、今後もこの基本姿勢を継続・発展させる取り組みとし
て「大学内の組織間の有機的な連携」、及び「情報公開の義務化」の
法改正への対応や教育の質の保証・向上を目指して組織・経営基盤
の強化に努めます。
 平成24年度も基本的には、建学の理念の具現化としての「自校教
育」を推進することとし、3ポリシー（アドミッション、カリキュラム、
ディプロマ）の下、「教育の特色化」を推進し、更には平成23年度か

ら開始した学生自らの就業力を向上させる学生支援事業の充実を
図っていきます。
 また、自らの点検評価を通し、組織間の有機的な連携や教員・職員
協働での努力を行うことにより「面倒見の良い大学」「就職に強い大
学」と評価される大学づくりを目指し、そのためにも、FD・SD※活
動を積極的に推進します。
 一方、改組等将来構想については、大学院組織の一部改編を進め、
学部については再編の可能性について検討をすすめます。なお、以
下は各領域における今年度の主な施策です。

※FD［ファカルティ・ディベロップメント］…大学教員の教育能力、資質の向上のための組織的取組。）
　SD［スタッフディベロップメント］…大学等の管理運営組織が、目的・目標の達成に向けて十分機能するよう、管理運営や教育・研究支援に関わる事務職員・技術職員又はその支援組織の資質向上
　　　　　　　　　　　　　　　　のために実施される研修などの取組。

平成23年度卒業生の就職状況
　就職活動が本格化する中、東日本大震災があ
り、約7割の企業が採用活動を延期し、例年の時
期に内々定を出すことが難しく、学生の就職活動
は長期戦になりました。しかし、就職最悪期と呼
ばれる平成22年度の就職内定率に比べると、平
成23年度は全国的にやや持ち直し、大阪商業大
学も前年と比べると良くなっています。その要因
のひとつとして考えられるのは、学生の大手企
業離れです。就職最悪期からの安定志向は変わ
らずですが、「大手企業＝安定」ではないことに
気付き、全国的に見ても従業員数1,000名未満
の中小企業を希望する学生が前年度より8.1％
も増加しました。
　企業の採用動向については、求めるレベルの
学生だけを採用し、採用予定数は満たさなくても
かまわないとされる「量より質」という企業が9割
を超えており、その質を確かめるために企業は
様々な採用試験を行っています。書類選考や筆記
試験はもちろんのこと、5～8人で1つの課題につ
いて討論するグループディスカッションが近年増
えてきており、コミュニケーション能力・プレゼン
テーション能力や協調性を重視している企業が

増えていることがわかります。
　企業からの大阪商業大学生イメージは素直で
まじめで明るいとよく言われます。しかし、説明会
や選考会で「質問はありませんか」の問いに対し
質問をしない学生がほとんどで積極性が見られ
ないという声も聞くことがあります。キャリアサ
ポート室では「大人と話そう会」や「キャリサポ
塾」といった低学年から参加できるものや、3年
生対象のグループディスカッション講座や面接対
策講座など、自ら発言できる場を提供すること
で、学生の積極性を養うべく支援しています。
　なお、地方から来ている学生の中には地元で
の就職を望む学生も多数おり、毎年学内での地元
就職セミナーや昨年度初実施の地方合同説明会
バスツアーを開催しております。また、日本全国の
企業へ訪問し、親交を深めるなど、キャリアサ
ポート室では希望進路実現のため全力で支援し
ています。
　校友会の方のお力添えも学生にとって、更なる
励みとなりますのでこれからも何卒ご支援のほ
ど、よろしくお願い申しあげます。

入試結果データ

教育領域における主な施策

○就業力育成支援事業の推進
○初年次教育の充実
○学修支援センターの強化・改善
○特色教育の見直し
○学生成長カルテによる運営支援体制の
構築
○学生生活支援体制の見直し
○学生支援施策の充実
○課外活動の促進
○就職支援の強化
○教育等の環境整備・充実
○情報処理実習室関連の
　リニューアル・充実

経営領域における主な施策

○ブランディングの推進
○入試制度の改正
○接触型広報による注力
○オープンキャンパスの充実
○中長期計画に基づく重点施策の実施
○寄付金募集活動の展開
○競争的資金・受託研究の獲得推進

研究領域における主な施策

○JGSS研究センター事業の推進
（共同研究拠点事業の推進）
○比較地域研究所事業の推進
○商業史博物館の推進
○学術研究支援事業の推進
○アミ産研研究事業の推進

運営領域における主な施策

○老朽施設設備の保守・更新計画の実施
（9号館防水工事、空調機更新など）
○防犯カメラの設置
○エコ活動の推進
○委員会編成の再構築
○自己点検・評価の推進と実施

卒業生数（前年）

887名（927名）
就職内定率（前年）

95.2％（94.6％）
進路内定率（前年）

96.2%（95.9%）
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返還猶予制度のご案内

奨学金返還相談センター 返還ナビダイヤル
TEL.0570-03-7240（8：30～20：00）　一部携帯電話・IP電話等から.03-6743-6100

　母校在学中に日本学生支援機構奨学金を利用していた卒業生のみなさまにおかれましては、現在返還中の方、
すでに完済された方さまざまでいらっしゃると存じます。
　現在、奨学金を返還中のみなさま、返還継続が困難な状況に陥った場合、所定の手続きをすることで返還が猶
予されたり、1回あたりの返還額を減額したりできる制度があることをご存知でしょうか？所定の手続きを経て、
返還猶予が適用されますと、延滞金が課されたり、法的措置が取られたりすることはありません。
　もし、現在、奨学金の返還継続が困難な状況下におかれているにも関わらず、返還が滞ったままになっておら
れる方がおられましたら、ぜひ、返還猶予の手続きについて日本学生支援機構へご相談くださるようご案内申し
上げます。

日本学生支援機構ホームページ　http：//www.jasso.go.jp（※手続きに必要な用紙のダウンロードもできます。）

問合せ先

～日本学生支援機構奨学金を利用していた卒業生（校友）のみなさまへ～

返還猶予制度のご案内

日本学生支援機構奨学金を利用していた卒業生（校友）のみなさまへ～～日～日本学生支援機構奨学金を利用していた卒業生（校友）のみなさまへ～

後期一般入学試験
平成24年3月7日(水)実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

32

18

8

2

受験者

30

16

8

2

合格者

28

15

7

1

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

前期一般入学試験A日程
平成24年1月26日(木)・27日（金）・28日（土）実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

224

93

40

37

受験者

216

83

38

37

合格者

96

47

23

16

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

前期一般入学試験B日程
平成24年2月19日(日)実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

27

15

5

4

受験者

26

15

5

4

合格者

22

13

4

4

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

後期公募推薦入学試験
平成23年12月4日(日)実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

57

40

7

7

受験者

56

39

7

7

合格者

34

21

5

4

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

大学入試センター試験利用による入学試験（1次）

※本学独自の学力試験は実施しておりません。

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

47

47

28

24

受験者

47

47

28

24

合格者

25

23

17

16

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

大学入試センター試験利用による入学試験（3次）

※本学独自の学力試験は実施しておりません。

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

4

6

5

4

受験者

4

6

5

4

合格者

2

4

3

2

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

大学入試センター試験利用による入学試験（2次）

※本学独自の学力試験は実施しておりません。

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

8

10

8

8

受験者

8

10

8

8

合格者

4

6

4

4

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

前期公募推薦入学試験
平成23年11月5日（土）・6日（日）実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

155

102

29

19

受験者

155

102

29

19

合格者

70

44

14

9

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

社会人入学試験（1年次入学制／編入学制）
平成23年12月3日（土）実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

2

受験者

2

合格者

2

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

外国人留学生入学試験
平成23年12月3日（土）実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

12

受験者

12

合格者

7

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

AO入学試験〈1次〉〈2次〉
事前面談日 〈1次〉平成23年9月3日（土）・4日（日）
事前面談日 〈2次〉平成23年11月19日（土）

学　　科

経済学科

経営学科

商 学 科

公共経営学科

学　　部

経済学部

総合経営学部

エントリー者

148

出願許可者

75

受験者

69

合格者

66

前期スポーツ推薦入学試験
平成23年11月7日（月）実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

62

受験者

62

合格者

62

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

資格推薦入学試験
平成23年11月5日（土）実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

66

受験者

66

合格者

66

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

全国商業高等学校協会特別推薦入学試験
平成23年12月3日(土)実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

48

受験者

48

合格者

48

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

頭脳スポーツ（囲碁・将棋）推薦入学試験
平成23年12月3日(土)実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

2

受験者

2

合格者

2

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

後期スポーツ推薦入学試験
平成24年2月19日(日)実施

学　　科

経  済  学  科

経  営  学  科

商　 学　 科

公共経営学科

志願者

5

受験者

5

合格者

5

学　　部

経  済  学  部

総合経営学部

7月22日（日）、8月5日（日） 、8月10日（金）、8月19日（日）、9月9日（日）
時間／各日 10：00～15：00（受付 9：30）
※遠方からお越しの方へ／本学より徒歩約2分のU・コミュニティホテルの無料宿泊サービスが受けられます。

2012 オープンキャンパス開催 お問い合わせ先：06-6787-2424（広報入試課）出身県別2013年3月

卒業予定者数



大阪商業大学 校友会
〒577-0036  大阪府東大阪市御厨栄町1-7-22
電話：06-6782-7243    FAX：06-6782-6411

●ご意見などお便りは下記宛にお送り下さい

●大阪商業大学 校友会会報「校友」編集委員会

□発行責任者 ： 髙岸 暎治（校友会会長）
□編集相談役 ： 宇野 幸三（校友会副会長）
□編集委員長 ： 神戸 直樹（校友会常任理事）
□編 集 委 員 ： 林　 俊春（校友会常任理事）
□編 集 委 員 ： 竹内 行弘（校友会理事）
□編 集 委 員 ： 潮　 大輔（校友）

http://www.ouc-koyu.org/　　　E-mail：daishodai-koyu@royal.ocn.ne.jp

第13号　　発行：平成24年6月

｜編｜集｜後｜記｜
　校友第13号を今年もお届けいたします。今
号より編集委員が刷新し、校友だけでなく、在
校生や教職員の皆さんに至る幅広い層に興
味をもっていただける内容はと、検討を重ね
ながら編集に当たりました。
　会報誌の役割は、校友と母校・大阪商業大
学をつなぐものだと考えます。編集を通じて、
在校生の誇りとなる頑張る校友の姿をこれか

らもお伝えしてまいりたいと思います。
　また年一回の発刊だけでは伝えきれない校
友の動きも、今後はホームページの活用を図
りながら取り組んでまいります。ぜひ、ご意見、
ご要望、そしてご感想を事務局までお寄せい
ただけましたら幸いです。
　あわせて若い校友の方で編集のお手伝い
をしていただける方もお待ちしています。

　みなさん、はじめまして。第61回御厨祭実行委員長の加地純
己です。
　昨年は、先輩方から受け継いだ御厨祭が記念すべき60周年
を迎え、大学にとっても我々にとっても節目の年を迎える事が
出来ました。第1回の御厨祭よりしっかりと受け継いできた大
切なバトンだと思います。
　本年度も昨年と同様、学友会本部、文化会本部、体育会本部、
放送局の4団体が力を合わせ御厨祭の運営に全力で取り組ん
でいきます。ここ数年を見ても過去最多となる、100余名を抱
える大きな力を以て、御厨祭を素晴らしいものにしていきます。
　今年の御厨祭のテーマは「Keep　On」(キープ　オン)です。
Keep　onには「～を継続する」という意味があります。記念すべ
き60周年を迎え、新たなスタートを切ろうとする第61回の御
厨祭も今までの先輩方が御厨祭の運営を継続してくださった

上での我々実行委員会であります。
　本年度の御厨祭実行委員にも、現
在本学に通われている大学生にも一
人一人のKeep　onがあると思います。
勉学を4年間継続させたい、アルバイ
トを4年間継続させたい、大小違えど
継続することはとても難しいことですが実行委員も思いは同
じで所属している団体の活動、ひいては御厨祭の運営を継続さ
せたいという思いで取り組んでいます。
　本年度も本学の学生や校友会の先輩方、地域の皆さんに楽し
んで頂ける大学祭を創り上げていくので是非遊びに来て下さい。

先輩！「御厨祭」へ来てください！先輩！「御厨祭」へ来てください！
第61回大学祭実行委員会より 大学祭へのご案内

平成24年度理事会において今年度の事業計画等が決定いたしました。
尚、今後の詳細につきましては随時ホームページにてお知らせいたしますのでご覧ください。

3氏が登壇 ～寄付講座を開講～
　今年も大阪商業大学公開講座「地域社会と中小企業」（7月19日まで全
12回）が始まり、校友会が寄付講座として開講した4月19日、26日、5月10
日に校友3氏がそれぞれ登壇した。
　この校友会の取り組みは今回で4回目となるが、いずれの回も経営を実
践する校友が登壇しており、企業家精神や課題解決に取り組む姿勢が直接、
実感できるとあって好評を博している。今回も、4月19日は「地場産業と私
の会社」と題し、安田光孝氏（万定織物㈱社長）が講演。昭和28年創業以来、
丹後ちりめんの製造を手掛ける経営談や地域おこしへの取り組みなどを披
露された。続く26日にはプロバスケットボール（bjリーグ）・琉球ゴールデン
キングスの運営を通じて仕掛ける「沖縄観光と人材育成」について、当山勝
正氏（㈱ホット沖縄常務）が講演。また、5月10日には、東大阪市内で保育園
2園を運営し、児童福祉に情熱を傾ける今西博嗣氏（社会福祉法人専心会理
事長）が「地域社会と社会福祉の向上」をテーマに講演された。
　豊富な人生経験に裏打ちされた講演の中にも、ユーモアあふれるエピ
ソードや失敗談、かける想いなど経験談を熱く語られ、会場は熱心にメモを
とる聴講生が目立つ中、有意義に行われた。

KOYU18 19KOYU

近況報告
report

第61回御厨祭実行委員長
兼 放送局 局長

加地 純己

お問い合わせは大学祭実行委員会まで
Tel： 06-6781-8367

母校へGO！母校へGO！

平成 24 年 度  校 友 会 本 部 便り

平成25年

平成24年度

大阪商業大学 入学式出席
「寄付講座①」開催
平成24年度
第1回
常任理事会を
開催

「寄付講座②」開催

2日：
19日：
21日：

26日：

4
月

「寄付講座③」開催
兵庫御厨会 総会
広島県支部 総会
愛媛県支部 総会

10日：
18日：
20日：
27日：

5
月

学生五社団体との懇談会12月：12
月

滋賀県支部 設立総会予定2日：9
月

大阪商業大学大学祭
「第61回御厨祭」27・28日校友会出店参加

大阪商業大学校友顕彰式典（開催予定）
石川県支部 総会

校友会と在学生、教職員、地域住民との交流を深める
ため、各支部の地元物産などを今回も好評販売へ。

26～28日：

10月：
10月～12月：

10
月

福井県支部 設立総会出席
平成24年度第1回理事会を開催
愛知支部 総会
高知県支部 総会
関東支部 総会

3日：
9日：
9日：
10日：
16日：

6月：校友会 会報「校友」第13号発刊6
月

1月～3月：岡山県支部 総会
　　　　　京都府支部 総会

1
月

3月：大阪商業大学 学位記授与式3
月

7月
8月

ご利用の際には校友会本部（06-6782-7243）までお申し出下さい。
補助券を送付いたします。 ※ご宿泊利用のみとさせていただきます。

大学行事参加等によりU・コミュニティホテルをご利用される場合
「谷岡学園特別優待補助券」お持ちの方に

30％の割引制度 があります。

U・コミュニティホテル宿泊　30%OFF割引制度
「ご利用割引制度」について 校友会からのお知らせ

みなさん、はじめまして。第61回御厨祭実行委員長の加地純
己です

上

在
人
勉
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先輩！「！先先輩！輩！「「御厨祭」へ来てくださ祭」へ来御御御厨祭厨祭」祭」へ来へ来て来てくくださださ
第61回大学祭実行委員会より大学祭への第61回大学祭実行委員会より 大学祭への母母母校校校へへへへへへへGGGGGOOOOOOO！

10/ 26
（金）

28
（日）

平成24年度 校友会館への宿泊等貸出4月～ 平成25年 3月

平成23年度理事会

平成23年度御厨祭

平成23年度  校友顕彰式典が開催
　平成23年11月15日（火）、「大阪商業大学校友顕
彰式典」が行われました。
　この校友顕彰制度は、建学の理念に適う優れた社
会的貢献を果たした卒業生に対してその功績を称え
表彰するものです。
　23年度は、中本恒夫氏（昭和36年3月卒）、中田勝仁氏（昭和36年3月卒）
が表彰されました。
　中本氏は卒業後、兵庫県宍粟市内の小中学校で長年教鞭をとられ、宍粟
市教育委員会教育長を歴任されるなど、教育分野の発展に尽力。その功績
に対して、平成22年に瑞宝双光章のほか数多くの賞を受賞されています。
　中田氏は卒業後、三重県庁へ入庁され、三重県商工労働部長、三重県信用

保証協会専務理事として、中小企業の発展に
尽力されるなど、長年にわたる地方自治行政
への貢献に対し、平成21年に瑞宝小綬章を受
章されました。現在、校友会理事にも就任して
いただいております。

●左から
　安田光孝氏
　（昭和40年卒）
　当山勝正氏
　（昭和54年卒）
　今西博嗣氏
　（昭和47年卒）

2011年度秋季主なクラブ大会成績
（平成23年12月5日現在）

合気道部
第31回関西学生合気道競技大会
　●乱取競技女子個人戦 3位 堀　　里奈さん（経営4年）
　●演武競技男子対武器の部 優勝 岡本　哲弥さん（商3年）・橋本　大さん（経営3年）
第42回全日本学生合気道競技大会
　●乱取競技女子団体戦 優勝
　●乱取競技男子個人戦 準優勝 岡本　哲弥さん（商3年）
　●乱取競技女子個人戦 4位 中嶋　彩華さん（経営3年）

ウエイトリフティング部
●第51回西日本学生ウエイトリフティング選手権大会　団体　4位
　●56kg級 2位 丹下　雄介さん（商3年）
　●77kg級 2位 下原　玄大さん（公営4年）
　●+105kg級 3位 太田　圭祐さん（経営4年）
●第59回関西学生ウエイトリフティング選手権大会　団体　優勝（49連覇）
　●56kg級 優勝 丹下　雄介さん（商3年）
　●85kg級 優勝 下原　卓朗さん（公営2年）
　　　　　　　　　　　 ＜スナッチ&トータル　大会新記録＞
　●94kg級 優勝 須田　　真さん（商4年）

空手道部
●第54回全関西大学空手道選手権大会　男子団体　ベスト8　女子団体　ベスト8
●第55回全日本大学空手道選手権大会　男子団体　ベスト8

準硬式野球部
●阪神六大学準硬式野球秋季リーグ戦　優勝＜8季連続62回目＞

バスケットボール部
●関西学生バスケットボールリーグ戦　6位

ボクシング部
●第65回関西学生ボクシングリーグ戦　5位

吹奏楽部
●第50回大阪府吹奏楽コンクール　銅賞

バレーボール部
●第37回西日本バレーボール大学男子選手権大会　優勝＜9年ぶり17回目＞
●全日本大学男子バレーボール東西選抜優勝大会　3位
●関西バレーボール大学選手権大会　準優勝

日本拳法部
第12回西日本学生拳法個人選手権大会
　●参段以上の部  優勝 松岡　史晃さん（経済4年）
　●初段・弐段の部 優勝 西尾　勇輝さん（経済1年）
　●段外の部  準優勝 宮本　龍さん（経営1年）
第27回全日本学生拳法個人選手権大会
　●準優勝   松岡　史晃さん（経済4年）
●第56回全日本学生拳法選手権大会　男子団体　ベスト8

柔道部
第30回関西学生柔道体重別選手権大会
　●66kg級  準優勝 木原　圭一さん（経営4年）
第37回全日本サンボ選手権大会　シニアの部
　●100kg級  優勝 大西　右司さん（経済3年）
　●+100kg級  準優勝 髙森　　真さん（経済3年）
第8回シニア世界クラッシュ選手権大会
　●66kg級  優勝 木原　圭一さん（経営4年）
　●100kg級  3位 大西　右司さん（経済3年）
　●大統領杯 無差別級 準優勝 大西　右司さん（経済3年）



大阪商業大学商業史博物館「企画展示室」開設記念のお知らせ

〒577-8505 東大阪市御厨栄町4-1-10　http://moch.daishodai.ac.jp/　電話06-6785-6139　FAX06-6785-6237

大阪商業大学商業史博物館「企画展示室」開設記念

1年におよぶ耐震工事が終了し、再オープンになった「大阪
商業大学商業史博物館」の2階に新しく企画展示室が完成
しました。そのお披露目を兼ねて、企画展「秘蔵の虫干し―
佐古慶三コレクションを中心に―」を開催いたします。
本館は、知る人ぞ知るといわれた佐古慶三（商業史）コレク
ションをはじめ、新聞資料で有名な中谷コレクションや、地
場産業として重要な河内木綿コレクションが収蔵され、まさ
しく地域研究の宝蔵ともいえる存在です。そのなかから、現
在、大阪日日新聞掲載中の「浪華紙魚百景」で紹介している
資料を中心に、これまであまり展示されていない、商業史博
物館の秘蔵資料を公開いたします。
今後、順次ユニークな企画を検討中です。まずは記念の初
企画展にご参集いただければ幸いに存じます。

大阪商業大学商業史博物館

開館時間／午前10時～午後4時30分　日祝休館

5月14日㈪～6月15日㈮

観覧料／無料

平成24年

6月15日㈮以降も連絡により
資料閲覧は可能です。

◎近鉄奈良線 河内小阪駅（準急・区間準急・普通停車）下車、北東へ徒歩約5分。
◎JRおおさか東線 JR河内永和駅より徒歩約12分。交通のご案内

河内
小阪

河内
永和
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ハウス食品本学看板

大阪商業大学
高等学校

大阪商業大学・
大学院

大阪商業大学
附属幼稚園

大商大通り

S-dorm 八戸ノ里
ドライビング
スクール

学術センター
U-BOX

U・コミュニティホテル
TTS
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マクド
ナルド

三菱東京
UFJ銀行

法務局
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徒歩約5分




